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    安全上のご注意 
 
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に 

防止するためのものです。これらの事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 

「注意」「警告」「危険」の三つに区分されています。いずれも安全に関する重要な内容ですから、 

国際規格（ISO/IEC）、日本産業規格（JIS）※1）およびその他の安全法規※2）に加えて、必ず守ってください。 
※1) ISO 4414: Pneumatic fluid power -- General rules and safety requirements for system and their components 

ISO 4413: Hydraulic fluid power -- General rules and safety requirements for system and their components 

  IEC 60204-1: Safety of machinery -- Electrical equipment of machines (Part 1: General requirements) 

  ISO 10218-1: Robots and robotic devices - Safety requirements for industrial robots - Part 1:Robots 

  JIS B 8370: 空気圧-システム及びその機器の一般規則及び安全要求事項 

  JIS B 8361: 油圧-システム及びその機器の一般規則及び安全要求事項  

  JIS B 9960-1: 機械類の安全性‐機械の電気装置(第 1 部: 一般要求事項) 

  JIS B 8433-1:ロボット及びロボティックデバイス―産業用ロボットのための安全要求事項-第 1 部：ロボット                                          

※2) 労働安全衛生法 など 
 

 

 危険 切迫した危険の状態で､回避しないと死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 

 警告 取扱いを誤った時に､人が死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 

 注意 
取扱いを誤った時に､人が傷害を負う危険が想定される時､および物的損害のみの発生が想

定されるもの｡ 

 

警告 
①当社製品の適合性の決定は､システムの設計者または仕様を決定する人が判断してください｡ 

ここに掲載されている製品は､使用される条件が多様なため､そのシステムへの適合性の決定は､ 

システムの設計者または仕様を決定する人が､必要に応じて分析やテストを行ってから決定してください｡  

このシステムの所期の性能､安全性の保証は､システムの適合性を決定した人の責任になります｡  

常に最新の製品カタログや資料により､仕様の全ての内容を検討し､機器の故障の可能性についての状況を

考慮してシステムを構成してください｡ 

②当社製品は､充分な知識と経験を持った人が取扱ってください｡ 

ここに掲載されている製品は､取扱いを誤ると安全性が損なわれます｡ 

機械･装置の組立てや操作､メンテナンスなどは充分な知識と経験を持った人が行ってください｡ 

③安全を確認するまでは､機械･装置の取扱い､機器の取外しを絶対に行わないでください｡ 

1.機械･装置の点検や整備は､被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされていることを 

確認してから行ってください｡ 

2.製品を取外す時は､上記の安全処置がとられていることの確認を行い､エネルギー源と該当する設備の 

電源を遮断するなど､システムの安全を確保すると共に､使用機器の製品個別注意事項を参照､ 

理解してから行ってください｡ 

3.機械･装置を再起動する場合は､予想外の動作･誤動作が発生しても対処できるようにしてください｡ 

④当社製品は、製品固有の仕様外での使用はできません。次に示すような条件や環境で 

使用するようには開発・設計・製造されておりませんので、適用外とさせていただきます。 

1.明記されている仕様以外の条件や環境､屋外や直射日光が当たる場所での使用｡ 

2.原子力､鉄道､航空､宇宙機器､船舶､車両､軍用､生命および人体や財産に影響を及ぼす機器､燃焼装置､ 

娯楽機器､緊急遮断回路､プレス用クラッチ･ブレーキ回路､安全機器などへの使用､およびカタログ、取

扱説明書などの標準仕様に合わない用途の使用｡ 

3.インターロック回路に使用する場合。ただし、故障に備えて機械式の保護機能を設けるなどの 

２重インターロック方式による使用を除く｡また定期的に点検し正常に動作していることの確認を 

行ってください｡ 
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    安全上のご注意 
 

 

注意 
当社の製品は、自動制御機器用製品として、開発・設計・製造しており、平和利用の製造業向けとして 

提供しています。製造業以外でのご使用については、適用外となります。 

当社が製造、販売している製品は、計量法で定められた取引もしくは証明などを目的とした用途では 

使用できません。 

新計量法により、日本国内で SI 単位以外を使用することはできません。 
 

保証および免責事項/適合用途の条件 
製品をご使用いただく際、以下の｢保証および免責事項｣､｢適合用途の条件｣を適用させていただきます。 

下記内容をご確認いただき、ご承諾のうえ当社製品をご使用ください｡ 
 

『保証および免責事項』 

①当社製品についての保証期間は､使用開始から 1 年以内､もしくは納入後 1.5 年以内、いずれか早期に 

到達する期間です。*3) 

また製品には､耐久回数､走行距離､交換部品などを定めているものがありますので､当社最寄りの 

営業拠点にご確認ください｡ 

②保証期間中において当社の責による故障や損傷が明らかになった場合には､代替品または必要な交換部品

の提供を行わせていただきます｡なお､ここでの保証は､当社製品単体の保証を意味するもので､当社製品の 

故障により誘発される損害は､保証の対象範囲から除外します｡ 

③その他製品個別の保証および免責事項も参照､ご理解の上､ご使用ください。 

 
    ※3) 真空パッドは､使用開始から 1 年以内の保証期間を適用できません｡ 

       真空パッドは消耗部品であり､製品保証期間は納入後 1 年です。 

       ただし､保証期間内であっても､真空パッドを使用したことによる摩耗､またはゴム材質の劣化が原因の 

       場合には､製品保証の適用範囲外となります｡ 

 

『適合用途の条件』 
海外へ輸出される場合には､経済産業省が定める法令(外国為替および外国貿易法)､手続きを必ず守って 

ください。 
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1．製品仕様 
1－１．仕様 

ﾁｭｰﾌﾞ内径(mm) 4 6 10 16 

作動方式 複動：片ﾛｯﾄﾞ 

最高使用圧力 0.7MPa 

最低使用圧力 0.15MPa 0.12MPa 0.06MPa 

保証耐圧力 1.05MPa 

周囲温度および使用流体温度 
ｽｲｯﾁ無：-10～70℃ 

ｽｲｯﾁ付：-10～60℃(ただし、凍結なきこと) 

給油 不要(無給油) 

ｽﾄﾛｰｸ長さの許容差 1.0
0  

+ mm 

ﾛｯﾄﾞ先端形状 ねじあり，ねじなし 

使用ﾋﾟｽﾄﾝ速度 50～500mm/s 

ｸｯｼｮﾝ ﾗﾊﾞｰｸｯｼｮﾝ 

取付支持金具 基本形，ﾌﾗﾝｼﾞ形，ﾌｰﾄ形，ｸﾚﾋﾞｽ形，ﾄﾗﾆｵﾝ形 

※Φ4 の取付支持形式は、基本形のみとなります。 
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２．注意事項 
２－１．設計上のご注意 

警告 

① ｼﾘﾝﾀﾞは、機械の摺動部のこじれなどで力の変化が起こる場合、ｲﾝﾊﾟｸﾄ的な動作をする危険が

あります。 

このような場合、手足を挟まれるなど人体に傷害を与え、また機械の損傷を起こす恐れがありますので、ｽﾑｰｽﾞ

に機械が運動を行う調整と人体に損傷を与えないような設計をしてください。 

② 人体に特に危険を及ぼす恐れのある場合には、保護ｶﾊﾞｰを取付けてください。 

被駆動物体およびｼﾘﾝﾀﾞの可動部分が、人体に特に危険を及ぼす恐れがある場合には、人体が直接その場所

に触れることが出来ない構造にしてください。 

③ ｼﾘﾝﾀﾞの固定部や連結部が緩まない確実な締結を行ってください。 

特に作動頻度が高い場合や振動の多い場所にｼﾘﾝﾀﾞを使用する場合には、確実な締結方法を採用してくださ

い。 

④ 減速回路やｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞが必要な場合があります。 

被駆動物体の移動速度が速い場合や質量が大きい場合、ｼﾘﾝﾀﾞのｸｯｼｮﾝだけでは衝撃の吸収が困難になり

ますので、ｸｯｼｮﾝに入る前で減速する回路を設けるか、また外部にｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞを使用して衝撃の緩和対策を

してください。 

この場合、機械装置の剛性も十分検討してください。 

⑤ 停電等で回路圧力が低下する可能性を考慮してください。 

ｸﾗﾝﾌﾟ機構にｼﾘﾝﾀﾞを使用する場合、停電等で回路圧力が低下するとｸﾗﾝﾌﾟ力が減少してﾜｰｸが外れる危険

がありますので、人体や機械装置に損害を与えない安全装置を組込んでください。吊り下げ装置やﾘﾌﾄも落下

防止のための配慮が必要です。 

⑥ 動力源の故障の可能性を考慮してください。 

空気圧、電気、油圧などの動力で制御される装置には、これらの動力源に故障が発生しても、人体または装

置に損害を引起こさない対策を施してください。 

⑦ 被駆動物体の飛出しを防止する回路設計をしてください。 

ｴｷｿﾞｰｽﾄｾﾝﾀ形の方向制御弁でｼﾘﾝﾀﾞを駆動する場合や、回路の残圧を排気した後の起動時など、ｼﾘﾝﾀﾞ内

の空気が排気された状態から、ﾋﾟｽﾄﾝの片側に加圧される場合は、被駆動物体が高速で飛出します。このよう

な場合、手足を挟まれるなど人体に傷害を与え、また機械の損傷を起す恐れがありますので、飛出しを防止す

るための機器を選び回路を設計してください。 

⑧ 非常停止時の挙動を考慮してください。 

人が非常停止をかけるか、または停電などｼｽﾃﾑの異常時に安全装置が働き、機械が停止する場合、ｼﾘﾝﾀﾞの

動きによって人体および機器、装置の損傷が起こらないような設計をしてください。 

⑨ 非常停止、異常停止後に再起動する場合の挙動を考慮してください。 

再起動により、人体または装置に損害を与えないような設計をしてください。また、ｼﾘﾝﾀﾞを始動位置にﾘｾｯﾄする

必要がある場合には、安全な手動制御装置を備えてください。 
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注意 

① ｴｱｼﾘﾝﾀﾞの摺動部に付着しているｸﾞﾘｽは拭き取らないでください。 

摺動部に付着しているｸﾞﾘｽを強制的に除去すると、作動不良の原因になることがあります。 

ｼﾘﾝﾀﾞが長距離作動すると、摺動部が黒くなる場合があります。その際は摺動部のｸﾞﾘｽを一度拭き取り、再度

ｸﾞﾘｽを塗ると長期間作動が可能になります。(拭き取る際は水にて拭き取ってください。ｱﾙｺｰﾙや特殊な溶剤を

使用するとﾊﾟｯｷﾝが損傷する場合があります。) 

② ｼﾘﾝﾀﾞに最高出力を超える外力が作用しないように装置の設計をしてください。 

ｼﾘﾝﾀﾞが破損し人体または装置に損害を与える危険があります。 

③ ｼﾘﾝﾀﾞのみで同期使用しないでください。 

空気は圧縮性流体のため速度等の制御が難しく、供給圧力や負荷の変動、温度や潤滑状態の変化、ｼﾘﾝﾀﾞ

個々の性能差、各部の経年変化等が速度変動の要因となります。そのため、複数のｼﾘﾝﾀﾞを同期させることは、

短期間であればｽﾋﾟｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗで調整することにより可能ですが、諸条件の変化により、同期は容易に崩れるこ

とが考えられます。同期が崩れた場合、位置の差によりﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞに無理な力がかかります。それは横荷重となり、

ﾊﾟｯｷﾝの偏摩耗や軸受部の摩耗、ｼﾘﾝﾀﾞﾁｭｰﾌﾞとﾋﾟｽﾄﾝのｶｼﾞﾘ等を起こす可能性があります。そのため、ｼﾘﾝﾀﾞ

のみで同期させ使用するような設計は、お避けください。やむを得ず同期使用する場合には、それぞれのｼﾘﾝﾀﾞ出

力に多少差があってもこじれが生じないように、剛性があり精度の高いｶﾞｲﾄﾞを用いるようにしてください。 

④ 給気口より切粉等の異物がｼﾘﾝﾀﾞ内部に入らないようにご注意ください。 

現場でｼﾘﾝﾀﾞを現合で取り付ける場合、取付け穴をあけるﾄﾞﾘﾙの切粉などが下に置いてあるｼﾘﾝﾀﾞの給気口よ

り入る場合も考えられますので、切粉などが内部に入らないよう十分気を付けてください。 

⑤ 配管長さを短くしてください。 

ｼﾘﾝﾀﾞ配管が長すぎますと、断熱膨張により発生した霧が{ｼﾘﾝﾀﾞ内容積<配管ﾁｭｰﾌﾞ内容積}になるため、空気

中に放出されずﾁｭｰﾌﾞ内に滞留し、繰り返し作動により蓄積され、水発生につながると考えられます。そのため、

ｼﾘﾝﾀﾞ内のｸﾞﾘｽ分が流されて潤滑状態が悪化し、ﾊﾟｯｷﾝ摩耗によるｴｱ漏れや摩擦抵抗の増加による作動不

良の原因となりますので、次項のような対策を講じてください。 

(1) 電磁弁からｼﾘﾝﾀﾞまでの配管ﾁｭｰﾌﾞを出来るだけ短くし、発生した霧が大気中に確実に排出されるように

する。目安として 

ｼﾘﾝﾀﾞ内容積の大気圧下換算値×0.7≧配管ﾁｭｰﾌﾞ内容積 

(2) ｽﾋﾟｰﾄﾞｴｷｿﾞｰｽﾄｺﾝﾄﾛｰﾗ ASV や、ｸｲｯｸｴｷｿﾞｰｽﾄﾊﾞﾙﾌﾞをｼﾘﾝﾀﾞに配管し、排気圧力を直接大気中に排

出する。 

(3) 配管中に発生した水分をｼﾘﾝﾀﾞに戻り難くするため、配管ﾎﾟｰﾄを下向きとする。 

⑥ 長時間停止後の再始動について 

   停止時間が長くなる場合、再始動時に固着現象により始動圧力の上昇や、ピストン始動時間に遅れなどが  

   生じる場合があります。 

   この場合、数回の慣らし運転により解消されますので、本作動前の実施をご検討ください。 

      

 

 

 

 

 

 



－ 7 － 

 

２－２．選定 

速度制御 

ｼﾘﾝﾀﾞの速度を調節する場合には、空気の供給口付近に当社の AS ｼﾘｰｽﾞなどのｽﾋﾟｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗを取り付けて、

所定の速度に調整してください。速度の調整には、ｼﾘﾝﾀﾞへ供給する空気を絞る場合とｼﾘﾝﾀﾞからの排気を絞る場

合がありますが、通常は後者で使用します。 

方向制御 

ｼﾘﾝﾀﾞの作動の方向を切り換える場合は、当社の種々の電磁弁の中から適合する電磁弁を取付けて方向切り換

えを行ってください。 

 

警告 

① 仕様をご確認ください。 

本ｶﾀﾛｸﾞ記載の製品は、工業用圧縮空気ｼｽﾃﾑにおいてのみ使用されるように設計されています。仕様範囲外

の圧力や温度では破壊や作動不良の原因となりますので、使用しないでください(仕様参照)。 

② 中間停止について 

3 位置ｸﾛｰｽﾞﾄﾞｾﾝﾀ形の方向制御弁でｼﾘﾝﾀﾞのﾋﾟｽﾄﾝの中間停止を行う場合は、空気の圧縮性のために油圧

のような正確かつ精密な位置の停止は困難です。 

また、ﾊﾞﾙﾌﾞやｼﾘﾝﾀﾞはｴｱ漏れｾﾞﾛを保証していませんので、長時間停止位置を保持できない場合があります。 

注意 

① 使用出来る最大ｽﾄﾛｰｸ以内でご使用ください。 

最大ｽﾄﾛｰｸを超えたｽﾄﾛｰｸで使用しますとﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞが破損します。使用出来る最大ｽﾄﾛｰｸはｴｱｼﾘﾝﾀﾞの機

種選定手順をご参照ください。 

② ﾋﾟｽﾄﾝがｽﾄﾛｰｸｴﾝﾄﾞで衝突破損しない範囲でご使用ください 

慣性力を持ったﾋﾟｽﾄﾝが、ｽﾄﾛｰｸｴﾝﾄﾞでｶﾊﾞｰに衝突して停止する時は、破損しない範囲で使用してください。

破損しない範囲は、ｼﾘﾝﾀﾞの機種選定手順をご参照ください。 

③ ｼﾘﾝﾀﾞの駆動速度はｽﾋﾟｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗを取付けて、低速側より徐々に所定の速度に調整してくださ

い。 

④ ｽﾄﾛｰｸの長いｼﾘﾝﾀﾞには中間ｻﾎﾟｰﾄを設けてください。 

ｽﾄﾛｰｸの長いｼﾘﾝﾀﾞの場合、ﾛｯﾄﾞのたれ，ﾎﾞﾃﾞｨのたわみ，振動や外部荷重によるﾛｯﾄﾞの損傷を防ぐために、中

間ｻﾎﾟｰﾄをしてください。 
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２－３．取付け 

注意 

① ﾛｯﾄﾞ軸心と負荷・移動方法は、必ず一致させるように連結してください。 

一致していない場合は、ﾛｯﾄﾞ，ﾎﾞﾃﾞｨにこじれを生じ、ﾎﾞﾃﾞｨ内面やﾌﾞｯｼｭ，ﾛｯﾄﾞの表面およびﾊﾟｯｷﾝ類を摩耗，

破損させる原因になります。 

② 外部ｶﾞｲﾄﾞを使用する場合、ﾛｯﾄﾞ先端部と負荷との連結は、ｽﾄﾛｰｸのどの位置においても、こじる

ことなく接続してください。 

③ ﾎﾞﾃﾞｨおよびﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ摺動部に物をぶつけたりくわえたりして傷や打痕をつけないでください。 

ﾎﾞﾃﾞｨ内径は精密な公差で製作されていますので、わずかの変形でも作動不良の原因となります。 

また、ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ摺動部の傷や打痕はﾊﾟｯｷﾝ類の損傷を招き、ｴｱ漏れの原因となります。 

④ 回転する部分の焼付きを防いでください。 

回転する部分(ﾋﾟﾝ等)にはｸﾞﾘｽを塗布して焼付きを防いでください。 

⑤ 機器が適正に作動することが確認されるまでは使用しないでください。 

取付けや修理または、改造後に圧縮空気や電気を接続し、適正な機能検査および漏れ検査を行って正しい

取付けがされているか確認してください。 

⑥ 取扱説明書は 

よく読んで内容を理解した上で製品を取付けご使用ください。 

また、いつでも使用出来るように保管してください。 

⑦ ｼﾘﾝﾀﾞは大きな力をだしますので、取付け台の剛性は充分その適正を考えて設置してください。 

人体または装置に損害を与える危険があります。 

⑧ ｵｰﾄｽｲｯﾁ付ﾋﾟﾝｼﾘﾝﾀﾞを 2 本以上平行に近づけて、ご使用の場合は取付ﾋﾟｯﾁを下表以上にして

ください。 

(mm) 

 Φ4 Φ6 Φ10 Φ16 

D-A9□，D-A9□V ― 20 25 30 

D-M9□，D-M9□V 

D-M9□W，D-M9□WV 
25 25 30 35 

上表以上近づけて使用すると、ｵｰﾄｽｲｯﾁの誤動作の原因となりますので注意してください。 

 

 

 

 

取付ﾋﾟｯﾁ 
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⑨ ｼﾘﾝﾀﾞおよび支持金具を取付ける場合は、下記最大締付ﾄﾙｸ以上のﾄﾙｸを掛けないでください。

また、取付に使用されるﾊﾟﾈﾙは下記寸法以下でご使用願います。 

適用ﾎﾞｱ ねじｻｲｽﾞ 最大締付ﾄﾙｸ(N・m) A 寸法最大値(mm) 

Φ4 M8×1 6.2 3 

Φ6 M10×1 12.5 4 

Φ10 M12×1 21.0 4 

Φ16 M14×1 34.0 5 

 

                              

 

               ﾊﾟﾈﾙ取付                            ﾊﾟﾈﾙ最大厚さ 

 

 

 

                     

 

                 ﾌｰﾄ取付                           ﾌﾗﾝｼﾞ取付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

ﾊﾟﾈﾙ 

ﾌｰﾄ金具 

ﾌﾗﾝｼﾞ金具 
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⑩ ﾛｯﾄﾞ先端負荷，ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟ，一山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄおよび二山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄを取付ける場合は、

下記最大締付ﾄﾙｸ以上のﾄﾙｸを掛けないでください。 

 

適用ﾎﾞｱ ねじｻｲｽﾞ 最大締付ﾄﾙｸ(N・m) 

Φ4 M2×0.4 0.1 

Φ6 M3×0.5 0.3 

Φ10 M4×0.7 0.8 

Φ16 M5×0.8 1.6 

 

 

            

 

             ﾛｯﾄﾞ先端負荷取付 

 

 

                 

 

            ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟ(平形)取付                 ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟ(丸形)取付 

 

 

                 

 

           一山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ取付                      二山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ取付 

 

 

ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟ 

(平形) 

ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟ 

(丸形) 

一山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ 二山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ 

負荷 
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２－４．配管 

注意 

① 配管前の処置 

配管前にｴｱﾌﾞﾛｰ(ﾌﾗｯｼﾝｸﾞ)または洗浄を十分行い、管内の切粉、切削油、ｺﾞﾐ等を除去してください。 

② ｼｰﾙﾃｰﾌﾟの巻き方 

配管や継手類をねじ込む場合には、配管ねじの切粉やｼｰﾙ材が配管内部へ入り込まないようにしてください。 

なおｼｰﾙﾃｰﾌﾟを使用される時は、ﾈｼﾞ部を 1.5～2 山残して巻いてください。 

 

 

 

 

２－５．給油 

注意 

① 無給油ﾀｲﾌﾟｼﾘﾝﾀﾞへの給油 

初期潤滑されていますので無給油で使用できます。 

また給油される場合はﾎﾟﾘｱﾙﾌｧｵﾚﾌｨﾝ油相当を給油してください。 

また給油を途中で中止された場合、初期潤滑部の消失によって作動不良を招きますので、給油は必ず続けて

行うようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻く方向 

ｼｰﾙﾃｰﾌﾟ 

2山位間をあける
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２－６．空気源 

ｼﾘﾝﾀﾞに給気される圧縮空気は当社のＡＦｼﾘｰｽﾞなどのｴｱﾌｨﾙﾀにて濾過し、AR ｼﾘｰｽﾞなどのﾚｷﾞｭﾚｰﾀによって所定

の設定圧力に減圧された空気を使用してください。 

 

警告 

① 清浄な空気をご使用ください。 

圧縮空気が化学薬品、有機溶剤を含有する合成油、塩分、腐食性ｶﾞｽ等を含む時は破壊や作動不良の原

因となりますので使用しないでください。 

注意 

① 使用流体に低露点空気が使用された場合、機器内部の潤滑特性の劣化から機器の 

信頼性（寿命）に影響が及ぶ可能性があります。 

25A-シリーズなど低露点対応品のご使用をご検討願います。 

② ｴｱﾌｨﾙﾀを取付けてください。 

ﾊﾞﾙﾌﾞ近くの上流側に、ｴｱﾌｨﾙﾀを取付けてください。ろ過度は 5μm 以下を選定してください。 

③ ｱﾌﾀｸｰﾗ、ｴｱﾄﾞﾗｲﾔ、ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾁなどを設置し対策を施してください。 

ﾄﾞﾚﾝを多量に含んだ圧縮空気はﾊﾞﾙﾌﾞや他の空気圧機器の作動不良の原因となります。ｱﾌﾀｸｰﾗ、ｴｱﾄﾞﾗｲﾔ、

ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾁなどを設置し対策を施してください。 

④ 使用流体温度および周囲温度は仕様の範囲内でご使用ください。 

5℃以下の場合は、回路中の水分が凍結しﾊﾟｯｷﾝの損傷、作動不良の原因となりますので凍結防止の対策を

施してください。 

以上の圧縮空気の質についての詳細は、当社の「圧縮空気清浄化ｼｽﾃﾑ」をご参照ください。 

 

２－７．使用環境 

警告 

① 腐食の恐れのある雰囲気や場所では使用しないでください。 

ｼﾘﾝﾀﾞの材質については各構造図をご参照ください。 

② 塵埃の多い場所や、水滴・油滴の掛かる場所ではﾛｯﾄﾞにｶﾊﾞｰなどを取付けてください。 

③ ｵｰﾄｽｲｯﾁをご使用になる場合、強磁界の雰囲気では使用しないでください。 

④ ｼﾘﾝﾀﾞ保管時は多湿を避けてください。 

ｼﾘﾝﾀﾞを保管する時は多湿を避け、錆の発生を防ぐと共にﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞを引き込んだ状態で保管してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 13 － 

 

 

 

２－８．保守点検 

警告 

① 保守点検は、取扱説明書の手順で行ってください。 

取扱いを誤ると、機器や装置の破壊や作動不良の原因となります。 

② 機器の取外しおよび圧縮空気の給・排気 

機器を取外す時は、被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされていることを確認してから、供

給する空気と設備の電源を遮断し、ｼｽﾃﾑ内の圧縮空気を排気してから行ってください。 

また、再起動する場合は、飛出し防止処置がなされていることを確認してから、注意して行ってください。 

 

注意 

① ﾄﾞﾚﾝ抜き 

ｴｱﾌｨﾙﾀのﾄﾞﾚﾝ抜きは定期的に行ってください。 

 

２－９．揺動角度 

注意 

 

 

 Φ6 Φ10 Φ16 

A 54° 62° 55° 

B 110° 110° 102° 

 

 

≒A 

≒B 
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２－１０．止め輪の着脱 

注意 

① ﾒﾝﾃﾅﾝｽにてﾊﾟｯｷﾝ交換やｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟのためｼﾘﾝﾀﾞを分解される際は、適正なﾌﾟﾗｲﾔ(C 形穴用止

め輪取付工具)にて行ってください。 

また、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ後取付けの際には、確実に止め輪が溝に入っているかを確認してからｴｱを供給し

てください。 

② ﾅｯｸﾙ用ﾋﾟﾝ，ﾄﾗﾆｵﾝ用ﾋﾟﾝ止め輪の取付け取外しは、適正なﾌﾟﾗｲﾔ(C 形穴用止め輪取付工

具)にて行ってください。特に、Φ6 用については超極細用ﾌﾟﾗｲﾔを使用してください。 
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２－１１．ｵｰﾄｽｲｯﾁについて 

適用ｵｰﾄｽｲｯﾁの種類及び仕様についてはｶﾀﾛｸﾞをご参照ください。 

また、ｵｰﾄｽｲｯﾁの取扱については、ｵｰﾄｽｲｯﾁの取扱説明書をご参照ください。 

 

① ｵｰﾄｽｲｯﾁ適正取付位置(ｽﾄﾛｰｸｴﾝﾄﾞ検出時)および取付高さ 

 

 

※ﾛｯﾄﾞ先端ねじなしの場合は、ﾛｯﾄﾞ先端ﾅｯﾄは付属されていません。 

※ｸﾚﾋﾞｽ形，ﾄﾗﾆｵﾝ形の場合は、取付用ﾅｯﾄは付属されていません。 

 

適用ｵｰﾄｽｲｯﾁ品番：D-A9□，D-A9□V                                                       単位：mm 

 
A 

(出端位置検出) 

B(引込端位置検出) 
H1 H2 H3 

5st 10st 15st 20st 25st 30st 35st 40st 

Φ4 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

Φ6 1 6 11 16 21 26 ― ― ― 13.0 10.0 20.0 

Φ10 1 6 11 16 21 26 31 36 41 16.0 9.5 19.0 

Φ16 1 6 11 16 21 26 31 36 41 18.0 12.0 24.0 

 

適用ｵｰﾄｽｲｯﾁ品番：D-M9□，D-M9□V，D-M9□W，D-M9□WV                                  単位：mm 

 
A 

(出端位置検出) 

B(引込端位置検出) 
H1 H2 H3 

5st 10st 15st 20st 25st 30st 35st 40st 

Φ4 4 9 14 19 ― ― ― ― ― 14.5 11.5 23.0 

Φ6 5 10 15 20 25 30 ― ― ― 15.0 11.5 23.0 

Φ10 5 10 15 20 25 30 35 40 45 18.0 10.5 21.0 

Φ16 5 10 15 20 25 30 35 40 45 20.0 13.0 26.0 

※上記の値はｽﾄﾛｰｸｴﾝﾄﾞ検出におけるｵｰﾄｽｲｯﾁの取付位置に対する目安です。 

実際の設定においてはｵｰﾄｽｲｯﾁの作動状態を確認の上、調整願います。 

 

 

 

 

B 

A ≒H1 

≒
H

2 ≒
H

3 
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② ｵｰﾄｽｲｯﾁ飛出し量 

 

 

 

取付形式：基本形，ﾌﾗﾝｼﾞ形，ﾌｰﾄ形 

 

D-M9□ 

D-M9□W 

D-M9□V 

D-M9□WV 

D-A90 

D-A96 

D-A9□V 

D-A93 

W 

Φ4 6 4 ― ― 

Φ6 6 4 2 4.5 

Φ10 2.5 0.5 0 1 

Φ16 2.5 0.5 0 1 

 

取付形式：ｸﾚﾋﾞｽ形，ﾄﾗﾆｵﾝ形 

 

D-M9□ 

D-M9□W 

D-M9□V 

D-M9□WV 

D-A9□ 

D-A9□V 

W 

Φ4 ― ― 

Φ6 1 0 

Φ10 0 0 

Φ16 0 0 

 

※0(ｾﾞﾛ)表示は、ｽｲｯﾁが飛出さないことを意味しています。 

 

 

 

 

W 
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③ 動作範囲 

単位：mm (25℃にて) 

 Φ4 Φ6 Φ10 Φ16 
※応差を含めた目安であり、 

保証するものではありません。 

(ﾊﾞﾗﾂｷ±30%程度) 

周囲の環境により、大きく変化

する場合があります。 

D-A9□ 

D-A9□V 
― 5 6 7 

D-M9□ 

D-M9□V 
2 2 2 2 

D-M9□W 

D-M9□WV 
2.5 2.5 3 3.5 

 

④ ｵｰﾄｽｲｯﾁ取付可能最小ｽﾄﾛｰｸ 

 

 1ｹ付 2 ｹ付 

D-A9□ 

D-A9□V 
5 10 

D-M9□ 

D-M9□V 
5 5 

D-M9□W 

D-M9□WV 
5 10 

※Φ4 ｼﾘﾝﾀﾞには、D-A9□型・D-A9□V 型は取付不可です。 
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⑤ ｵｰﾄｽｲｯﾁ取付方法 

 

 

①ﾎﾞﾃﾞｨのｽｲｯﾁ取付溝に図のように差し込み、大体のｵｰﾄｽｲｯﾁ取付位置にｾｯﾄします。 

 

②検出位置を確認後、取付ﾋﾞｽを締め込み※1、ｵｰﾄｽｲｯﾁを固定します。 

 

③検出位置の変更は、①の状態で行います。 

 

※1：ｵｰﾄｽｲｯﾁ取付ﾋﾞｽを締付ける際には、握り径5～6mmの時計ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを使用してください。 

 (締付ﾄﾙｸは、0.10～0.20N・mとしてください。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取付ﾋﾞｽ 

ｵｰﾄｽｲｯﾁ 

時計ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 
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３．機種選定 
３－１．許容運動ｴﾈﾙｷﾞｰ 

注意 

慣性負荷を駆動させる場合には、許容値以下の運動ｴﾈﾙｷﾞｰでｼﾘﾝﾀﾞを運転してください。 

図の太実線で囲まれた範囲が使用できる負荷質量と最大駆動速度の関係を表します。 

 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径（mm） 4 6 10 16 

許容運動ｴﾈﾙｷﾞｰ(J) 0.75×10-2 1.2×10-2 2.5×10-2 5.0×10-2 

 

(供給圧力：P=0.7MPa 時) 

0.01

0.1

1

10

10 100 1000

最大駆動速度（mm/s)

負
荷
質
量
(k
g) Φ4

Φ6

Φ10

Φ16
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３－２．ﾛｯﾄﾞ先端横荷重 

注意 

ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞにかかる荷重は原則として常時軸方向に加わる状態でご使用ください。 

やむをえず横荷重が加わる場合は、ｼﾘﾝﾀﾞの軸受にかかる横荷重がｼﾘﾝﾀﾞの最大出力の１/50以下になるようにしてく

ださい。 
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４．空気圧回路 
ｴｱﾌｨﾙﾀ、ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ、電磁弁、ｽﾋﾟｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗを使用してｼﾘﾝﾀﾞを作動させる場合の基本回路（ﾒｰﾀｱｳﾄ制御の場合）

は次のようになります。 

 

W

) ( ) (

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾁ ﾐｽﾄｾﾊﾟﾚｰﾀ 

ｴｱﾌｨﾙﾀ 空気源 

 

減圧弁 

ｴｱﾀﾝｸ 

圧力計 

電磁弁 

ｼﾘﾝﾀﾞ 

ｽﾋﾟｰﾄﾞ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
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５．保守・点検 
５－１．日常点検 

①作動状態がｽﾑｰｽﾞであるかどうか。 

②ﾋﾟｽﾄﾝ速度、ｻｲｸﾙﾀｲﾑの変化。 

③ｽﾄﾛｰｸに異常がないかどうか。 

 

５－２．定期点検 

①ｼﾘﾝﾀﾞ取付け用ﾅｯﾄおよびﾜｰｸのゆるみ。 

②作動状態がｽﾑｰｽﾞであるかどうか。 

③ﾋﾟｽﾄﾝ速度、ｻｲｸﾙﾀｲﾑの変化。 

④外部漏れ。 

⑤ｽﾄﾛｰｸに異常がないかどうか。 

⑥ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞの傷。 

⑦ｴｱﾌｨﾙﾀのﾄﾞﾚﾝ抜きは定期的に行なっているかどうか。 

 

以上の個所をﾁｪｯｸし、異常を発見した場合には適切な対処をしてください。 

 

 

５－３．ﾊﾟｯｷﾝ交換方法 

注意 

① ﾁｭｰﾌﾞ内径 4mm のﾊﾟｯｷﾝ交換は、当社に修理を依頼してください。 

ﾁｭｰﾌﾞ内径 4mm は分解不可のため、ﾊﾟｯｷﾝ交換時等で分解の必要が生じた場合は、当社に修理を依頼して

ください。 

 

1．ｼﾘﾝﾀﾞの分解 

①外観の清掃 

分解時にｺﾞﾐや異物がｼﾘﾝﾀﾞ内に侵入しないように外観の汚れを取り除いてください。 

特にﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ表面には注意をお願いします。 

 

②止め輪の取外し 

適正なﾌﾟﾗｲﾔを使用して止め輪を取外してください。 

 

③ﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰの取外し 

ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞをﾍｯﾄﾞ側に押して、ﾎﾞﾃﾞｨからﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰを取外してください。 

 

④分解 

ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞを引抜きます。その際、ﾎﾞﾃﾞｨ内径に傷を付けないように注意してください。 

 

 

 



－ 23 － 

 

2．ﾊﾟｯｷﾝの取外し 

①ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ 

ﾎﾞﾃﾞｨ前面から精密ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰなどを差込み抜き取ります。 

ﾎﾞﾃﾞｨのﾊﾟｯｷﾝ溝を傷つけないように注意してください。 

 

 

②ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ 

ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ溝は深いため、精密ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰではなく手でﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ周囲の一方から押し出すようにして浮き出た

ところを引抜きます。 

 

 

 

③ｶﾞｽｹｯﾄ(上図参照) 

手で一方から押し出すようにして、浮き出たところを引抜きます。 

 

3．ｸﾞﾘｽの塗布 

①ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝおよびﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ 

交換用ﾊﾟｯｷﾝの全周に薄くむらなく塗布してください。 

 

 

                         

                 

                ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ                            ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ 

②ｶﾞｽｹｯﾄ 

ｸﾞﾘｽを薄く塗布してください。 

ｸﾞﾘｽ 

傷に注意 

つまんで引抜く 

ｸﾞﾘｽ 
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4．ﾊﾟｯｷﾝの装着 

①ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ 

ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝの方向を間違えないように装着してください。 

装着後にｸﾞﾘｽをﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝとﾎﾞﾃﾞｨ軸受部にむらなく塗布してください。 

 

 

 

 

②ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ 

ﾊﾟｯｷﾝがねじれないように装着してください。 

装着後にｸﾞﾘｽをﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ溝部に充填してください。 

 

 

 

③ｶﾞｽｹｯﾄ 

脱落に注意し、装着してください。 

 

5．ｸﾞﾘｽの塗布 

①ｼﾘﾝﾀﾞ各部品 

各部品にｸﾞﾘｽを塗布してください。 

 

 

 

 

 

 

 

ｸﾞﾘｽ 

≒
1
m

m
 

ﾎﾞﾃﾞｨ軸受部 

切り上がり部 

摺動部 

摺動部 

ｸﾞﾘｽ 
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6．ｼﾘﾝﾀﾞの組立 

①ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ ASS’Y の挿入 

ﾎﾞﾃﾞｨにﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ ASS’Y を挿入してください。 

 

②ﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ ASS’Y の挿入 

ﾎﾞﾃﾞｨにﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ ASS’Y を挿入してください。 

 

③止め輪の装着 

適正なﾌﾟﾗｲﾔを使用して止め輪を装着してください。 

 

④組立確認 

ﾊﾟｯｷﾝｼｰﾙ部よりｴｱ漏れが生じていないか、最低作動圧力でｽﾑｰｽﾞに作動するか確認をお願いします。 

 

5－４．消耗品 

① 交換部品 

交換部品は以下のとおりです。 

CJP2B□D-PS 
 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径 

 

ﾊﾟｯｷﾝｾｯﾄ 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径 

(mm) 
手配品番 

内容および数量 

ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ ｶﾞｽｹｯﾄ ｸﾞﾘｽﾊﾟｯｸ 

6 CJP2B6D-PS 1 1 1 1 

10 CJP2B10D-PS 1 1 1 1 

16 CJP2B16D-PS 1 1 1 1 

 

② ﾊﾟｯｷﾝの保管方法（長期保管の場合） 

1)ﾊﾟｯｷﾝは密封保管状態に梱包していただき、そのまま保管してください。 

2)保管場所は直射日光を避け、温度および湿度の低い所としてください。 

特に熱や放射線およびｵｿﾞﾝの発生しやすい機器からは隔離・遮断するよう十分注意してください。 

3)ﾊﾟｯｷﾝを大量に重ねたり、重い物を上にのせて変形・傷を付けないように注意してください。 

4)保管中のｺﾞﾑ製品表面に白い粉がでることがありますが、ﾊﾟｯｷﾝの性能には影響ありません。 

 

③ ｸﾞﾘｽﾊﾟｯｸ 

ﾊﾟｯｷﾝ交換時やｼﾘﾝﾀﾞの保守時にｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟを行う際は、ｸﾞﾘｽﾊﾟｯｸをご利用ください。 

 

ｸﾞﾘｽﾊﾟｯｸ 

手配品番 ｸﾞﾘｽ質量 

GR-L-005 5g 
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５－５．取付支持金具 

本製品ではﾌｰﾄ金具，ﾌﾗﾝｼﾞ金具，ﾄﾗﾆｵﾝ金具をご用意しました。 

 

ﾌｰﾄ金具 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径(mm) 手配品番 内容 

6 CP-L006A 

ﾌｰﾄ(1 ｹ) 10 CP-L010A 

16 CP-L016A 

※ﾌｰﾄ金具の材質は、鋼です。 

 

 

ﾌﾗﾝｼﾞ金具 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径(mm) 手配品番 内容 

6 CP-F006A 

ﾌﾗﾝｼﾞ(1 ｹ) 10 CP-F010A 

16 CP-F016A 

※ﾌﾗﾝｼﾞ金具の材質は、鋼です。 

 

 

ﾄﾗﾆｵﾝ金具 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径(mm) 手配品番 内容 

6 CP-T006A ・ﾄﾗﾆｵﾝ(1 ｹ) 

・ﾄﾗﾆｵﾝﾋﾟﾝ(1 本) 

・止め輪(2 ｹ) 

10 CP-T010A 

16 CP-T016A 

※ﾄﾗﾆｵﾝ金具の材質は、鋼です。 
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５－６．付属金具 

本製品では付属金具として一山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ，二山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ，ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ用ﾋﾟﾝ，ﾄﾗﾆｵﾝﾋﾟﾝ，取付用ﾅｯﾄ，

ﾛｯﾄﾞ先端ﾅｯﾄ，ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟ(平形・丸形)をご用意しました。 

 

一山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径(mm) 手配品番 内容 

6 I-P006A 

一山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ(1 ｹ) 10 I-P010A 

16 I-P016A 

※一山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄの材質は、鋼です。 

 

 

二山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径(mm) 手配品番 内容 

6 Y-P006A ・二山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ(1 ｹ) 

・ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ用ﾋﾟﾝ(1 本) 

・止め輪(2 ｹ) 

10 Y-P010A 

16 Y-P016A 

※二山ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄの材質は、鋼です。 

 

 

ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ用ﾋﾟﾝ 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径(mm) 手配品番 内容 

6 IY-P006 
・ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ用ﾋﾟﾝ(1 本) 

・止め輪(2 ｹ) 
10 IY-P010 

16 IY-P016 

※ﾅｯｸﾙｼﾞｮｲﾝﾄ用ﾋﾟﾝの材質は、ｽﾃﾝﾚｽ鋼です。 

 

 

ﾄﾗﾆｵﾝ用ﾋﾟﾝ 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径(mm) 手配品番 内容 

6 CT-P006 
・ﾄﾗﾆｵﾝ用ﾋﾟﾝ(1 本) 

・止め輪(2 ｹ) 
10 CT-P010 

16 CT-P016 

※ﾄﾗﾆｵﾝ用ﾋﾟﾝの材質は、ｽﾃﾝﾚｽ鋼です。 
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取付用ﾅｯﾄ 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径(mm) 手配品番 内容 

4 SNPS-004 

取付用ﾅｯﾄ(1 ｹ) 
6 SNP-006 

10 SNP-010 

16 SNP-015 

※取付用ﾅｯﾄの材質は、黄銅です。 

 

ﾛｯﾄﾞ先端ﾅｯﾄ 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径(mm) 手配品番 内容 

4 NTJ-004 

ﾛｯﾄﾞ先端ﾅｯﾄ(2 ｹ) 
6 NTP-006 

10 NTP-010 

16 NTP-015 

※ﾛｯﾄﾞ先端ﾅｯﾄの材質は、鋼です。 

 

 

ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟ(平形) 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径(mm) 手配品番 内容 

4 CJ-CF004 

ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟ【平形】(1 ｹ) 
6 CJ-CF006 

10 CJ-CF010 

16 CJ-CF016 

※ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟの材質は、POM です。 

 

ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟ(丸形) 

ｼﾘﾝﾀﾞ内径(mm) 手配品番 内容 

4 CJ-CR004 

ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟ【丸形】(1 ｹ) 
6 CJ-CR006 

10 CJ-CR010 

16 CJ-CR016 

※ﾛｯﾄﾞ先端ｷｬｯﾌﾟの材質は、POM です。 
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６．故障と対策 
故障内容 現象 原因 対策 対応項目 

・作動がｽﾑｰｽﾞで

ない。 

・出力が低下した。 

・作動しない。 

ｴｱ漏れ 

（外部漏れ） 

１、ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞの傷によるﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ摩

耗 

２、ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ部のｸﾞﾘｽ切れによるﾛｯﾄﾞ

ﾊﾟｯｷﾝ摩耗 

３、使用温度範囲を超えて使用したた

めにﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝが摩耗 

４、ｸﾞﾘｽ切れ 

５、異物の混入 

１、ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝの交換をしてください。 

 

２、ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝの交換及びｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟを行なっ

てください。 

３、ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝの交換後、使用温度範囲内

で使用してください。 

４、ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟを行ってください。 

５、ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ部に進入した異物を取り除い

てください。 

2-1 

6-3 

6-4 

ｴｱ漏れ 

（内部漏れ） 

１、ﾄﾞﾚﾝなど水分の浸入によるｸﾞﾘｽ流

出によりﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ摩耗 

１、ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝの交換後、配管部にﾌｨﾙﾀな

どの空気清浄化機器を取付けて使用して

ください。 

3-6 

6-3 

空気圧不足 １、元圧の低下 

２、減圧弁の設定のずれ 

３、配管のつまり 

１、適正な圧力を供給してください 

２、減圧弁の再設定をしてください 

３、配管のﾌﾗｯｼﾝｸﾞを行なってください 

2-1 

3-4 

3-6 

過負荷 １、許容を超える横荷重が作用 １、許容値内で使用してください 4-2 

低速作動 １、使用ﾋﾟｽﾄﾝ速度以下の作動 １、仕様の範囲内で使用してください。 2-1 

空気圧回路

設定不備 

１、ｼｽﾃﾑの構成が適合していない １、配管ﾁｭｰﾌﾞ，継手，方向制御弁，ｽﾋﾟｰﾄﾞ

ｺﾝﾄﾛｰﾗなど適正ｻｲｽﾞのものを使用してく

ださい。 

3-2 

3-4 

・部品の破損 ﾀﾞﾝﾊﾟ 

ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ 

ﾛｯﾄﾞｶﾊﾞｰ 

ﾎﾞﾃﾞｨ 

の破損 

１、ｽﾋﾟｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗの調整不足による

高速作動 

２、許容を超える運動ｴﾈﾙｷﾞｰが作用 

 

３、許容を超える横荷重が作用 

 

４、異常な外力の作用 

１、ｽﾋﾟｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗにて速度を調整し、仕様

の範囲内で使用してください。 

２、許容運動ｴﾈﾙｷﾞｰの範囲内で使用してく

ださい。 

３、許容横荷重の範囲内で使用してくださ

い。 

４、機構の干渉、偏荷重、過荷重の発生はｼ

ﾘﾝﾀﾞの変形損傷の原因となります。これら

の要因を取り除いてください。 

2-1 

3-2 

4-1 

4-2 
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７．基本構造 
 Φ4 の場合  

 

 

 

 

8 3 7

6 5 11 49 10 12 13

1 2

 

 

 

 

 

 

13 ﾏｸﾞﾈｯﾄ押え 黄銅 1  

12 ﾏｸﾞﾈｯﾄ 磁石材 1  

11 ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ NBR 1  

10 ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ NBR 1  

9 ﾀﾞﾝﾊﾟ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ 2  

8 ﾛｯﾄﾞ先端ﾅｯﾄ 鋼 2 ﾆｯｹﾙﾒｯｷ 

7 取付用ﾅｯﾄ 黄銅 1 無電解ﾆｯｹﾙﾒｯｷ 

6 止め輪 工具鋼 1 燐酸塩被膜 

5 ﾊﾟｯｷﾝ押え 特殊用途鋼 1 ﾆｯｹﾙﾒｯｷ 

4 ｶﾞｽｹｯﾄ SUS+NBR 1  

3 ﾋﾟｽﾄﾝ ｽﾃﾝﾚｽ鋼 1  

2 ﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ 黄銅 1 無電解ﾆｯｹﾙﾒｯｷ 

1 ﾎﾞﾃﾞｨ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 1 硬質ｱﾙﾏｲﾄ 

番号 部品名 材質 数量 備考 

磁石内蔵形の場合 



－ 31 － 

 

 

 Φ6 の場合  
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13 ﾏｸﾞﾈｯﾄ押え 黄銅 1  

12 ﾏｸﾞﾈｯﾄ 磁石材 1  

11 ｶﾞｽｹｯﾄ NBR 1  

10 ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ NBR 1  

9 ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ NBR 1  

8 ﾀﾞﾝﾊﾟ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ 2  

7 ﾛｯﾄﾞ先端ﾅｯﾄ 鋼 2 ﾆｯｹﾙﾒｯｷ 

6 取付用ﾅｯﾄ 黄銅 1 無電解ﾆｯｹﾙﾒｯｷ 

5 止め輪 工具鋼 1 燐酸塩被膜 

4 ﾋﾟｽﾄﾝ 黄銅 1  

3 ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ ｽﾃﾝﾚｽ鋼 1  

2 ﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ 黄銅 1 無電解ﾆｯｹﾙﾒｯｷ 

1 ﾎﾞﾃﾞｨ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 1 硬質ｱﾙﾏｲﾄ 

番号 部品名 材質 数量 備考 

磁石内蔵形の場合 



－ 32 － 

 

 

 Φ10・16 の場合  
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14 ﾏｸﾞﾈｯﾄ押え 
ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 1 Φ16：ｸﾛﾒｰﾄ 

黄銅 1 Φ10 

13 ﾏｸﾞﾈｯﾄ 磁石材 1  

12 ﾋﾟｽﾄﾝｶﾞｽｹｯﾄ NBR 1  

11 ｶﾞｽｹｯﾄ NBR 1  

10 ﾛｯﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ NBR 1  

9 ﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ NBR 1  

8 ﾀﾞﾝﾊﾟ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ 2  

7 ﾛｯﾄﾞ先端ﾅｯﾄ 鋼 2  

6 取付用ﾅｯﾄ 黄銅 1 無電解ﾆｯｹﾙﾒｯｷ 

5 止め輪 工具鋼 1 燐酸塩被膜 

4 ﾋﾟｽﾄﾝ 
ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 1 Φ16：ｸﾛﾒｰﾄ 

黄銅 1 Φ10 

3 ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ ｽﾃﾝﾚｽ鋼 1  

2 ﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ 
ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 1 Φ16：ｸﾛﾒｰﾄ 

黄銅 1 Φ10：無電解ﾆｯｹﾙﾒｯｷ 

1 ﾎﾞﾃﾞｨ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 1 硬質ｱﾙﾏｲﾄ 

番号 部品名 材質 数量 備考 

磁石内蔵形の場合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

改訂履歴 

1：記載内容見直し 

2：記載内容見直し           

 

  

 

 

 

 

 

 

 


